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大六天から望む
印西の田園風景

広報レポーター
木下詩織（大塚）

　新印西八景の一つでもある「大六天」は、知る人ぞ知る絶景スポッ
ト。永治プラザのすぐそばに位置するこの場所は「大六天神社」を中
心に整備された展望エリアで、眼前に広がる水田地帯の美しさは圧巻
です。
　水田のそのまたかなたに目を凝らすと、向かって右側には我孫子の
街と、左奥には青々と水を湛える下手賀沼が。そして、天気の良い日
には、正面に筑波山を拝むこともでき、なんともぜいたくな眺望を楽
しむことができます。また、筑波山を見たい場合は、空気が澄んでい
る冬に行くのがお勧めです。
　「大六天」の名の由来は、この場所全体が数字の「6」を鏡写しにし
たような形をしているからだとか。遅くとも江戸時代には建立されて
いたと考えられているそうで、一説によると、神社の建立の理由は「手賀沼の水害が及ばぬ高台に社を建て、水神の
怒りを鎮めようとした」からとのこと。古くから水資源に恵まれてきたこの土地ならではの話として、現在にまで伝
わっています。

▲今年度の各月の
レポートはこちら
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問指導課指導係☎33-4705

　去る10月17日に、中根地区で「鳥見神社の神楽」が、20日には、浦
部地区で「浦部の神楽」がそれぞれ奉納されました。
　中根鳥見神社では、本埜小学校の児童が神楽を見学し、後世に伝え
ていくための取り組みが行われました。また、浦部鳥見神社では、夕
日が差し込む中、幻想的な舞が披露されました。
　地域で大切に受け継が
れる2つの神楽。鳥見神社
の神楽は毎年10月17日、
浦部の神楽は毎年10月の
第3日曜日に行われていま
す。

県指定無形民俗文化財県指定無形民俗文化財
2つの神楽が奉納されました2つの神楽が奉納されました

イングリッシュアカデミーイングリッシュアカデミー
ジャンプが開催されましたジャンプが開催されました8月18日〜23日

▲オーストラリア現地校にて修了証を授与された後の記念撮影

海外派遣研修
報告会の様子

（12/1～12/31）

　去る8月18日から23日にかけて、オーストラリア（メルボルン市近
郊）への海外派遣研修に、市内の中学生20人が参加しました。5月から
の事前研修を重ねてきた生徒たちは、「Let’s jump to the world! 〜
みんなが主人公〜」のスローガンを掲げ、ホストファミリーや現地の
生徒などとの交流を通じて、外国の文化や風習に直接触れることがで
きました。また、積極的にコミュニケーションを図ることで、実用的・
実践的な英語を学ぶ機会となりました。
　帰国後の10月6日には市役所で報告会を行い、一人一人が研修で学
んだことなどについて発表しました。この研修を通して、一回り大き
く成長した生徒たち。アンケートでは「間違えてもいいから自信を持
って、積極的に交流することの大切さが分かった」「国際科のある学校
へ進学して、また留学したい」などの意欲に満ちた思いが寄せられ、
それぞれの将来への希望につながる研修となったようです。
　市では、今後も本事業など国際理解教育の推進に努めていきます。
なお、報告会の様子は12月31日㈫まで下記の2次元コードで公開しま
すので、ぜひご覧ください。

10月17日、20日

問生涯学習課文化係
☎33-4714

▲鳥見神社の神楽

▼浦部の神楽




